
144 東北農業研究　第7「弓

西洋梨の果実腐敗防止に関する試験（予報）

神林哲男・落合政文．山家弘士

（福島県園試）

1　ま　え　が　さ

近年，西洋梨特にバートレットの果実が．収穫直前

から収穫後遺熱中に，はなはだしh場合は20～30

パーセントの腐敗黒が発生して栽培農家及び市場にお

いて問題になっている．

そこで昭和37年度からとのバートレットの果実腐

敗について原因の究明及び防除法の探索にあたって

いるのでこれまでの試験経過の概要を報告する．

1．果実の腐敗症状

バートレットの果実腐敗は腐敗の症状から二つにわ

けることができる．すなわち．初め果面に褐色の小斑

点を生じ．これがやがて小斑点を中心にして，境界が

やや不明瞭を絵歓状に席故が拡大するもの（幾枚伏腐

敗）と・果実のがく窪の周辺から水浸状に腐敗するも

の（歓霹症状）とがある．輸放状腐敗は収穫前の果実

にも発生して園内で早く熟して落果しているものもみ

られるが・多くは収穫後過熱4－6日計頃に褐色の小

斑点があらわれて果実の熟度が進むにつれて急速に腐

敗が進行する．また軟腐症状は大体収穫後過熱をおこ

なって熟度がかな少進んだ状態の果乗に多くあらわれ．

この腐敗兼を切づてみると，果心部を中心に褐変して

hるのが認められる・二つの腋敗症状の発生の割合は

37年度は半々ぐらいの発生をみたようであれ　38

毎度は輸紋状高級の発生が大部分であった．

2　試験方法の概要

1腐敗果からの菌の分離及び凄種試験

バートレットの果実の腐蝕部から一小片を切カとカ．

表面殺菌したのち和製長十郎葉煎汁寒天培地及びツア

べク氏寒天培地に平面培養　して所の分離を試みた．

次に廣傲兼から分離した1糸状菌の小片をバートレ

ット・ラ・フランス・二十世だ．長十虎の健全を各果

実に有島．無鮪で接種をあとをった．

2　菌の侵入時期に関する試験

バーレットの成木3樹を供試して6月10日に全期

無袋区と6月10日－6月20日無袋区を除く全区托

ノくラフイン防菌袋を夜食し，6月10日～収穫まで10

日間隋に一時除余し2無袋の期間を設けて再度凄袋を

おこなった・8月27日に全果実を収穫して初めの7

日間は有袋のませで室内常温で追熟をおこない．その

後除袋して完熟するまで調査をおこなった．

ユ　ボルドー液散布打よる果実席放防止試験

マックスレッド・バートレット6樹に．6月10日～収穫ま

での間に4－16式ボルドー液を夫々6月10日．7

月20日の2回散布．6月10日．20日，7月1日．

10日・20日一　8月20日の6回散布・．6月10日

から1週間間隔に10回散布した区を設けて果実席敗

の発生程度を調べた．

3　結　果　の　概　要

輸放次席蝕はその宿敵症状から或る種の菌による病

害と推定されたので腐敗部から菌の分離をおこなった．

その結果長十郎薫煎汁寒天培地及びツアベック氏寒天

培地のいずれの培地にも菌糸の発育が認められ．1種

類の糸状菌が分離された．さらにこの菌株を継続培奉

したところ培地上に大型の柄子殻を形成して柄子穀の

中に無色単胞の柄胞子が多数認められた．しかし分離

された菌を同定するまでには至っていない．

第1表　接種後の経過日数と病斑発生率

供託品種 接種数 2 日 4 日 6 日 8 日 1 0 日 接種
後 後 後 後 後 月日

バートレット有瘍
佃
10
¢
三氾0
多
弧0
雷
∝10

努 　 節
100 ト0

9 2 1
無傷 皿 0 缶0 賃10 瓜0 lq 10

ラ・フラン：ス
有筋 10 0 1（n O 1（氾0 ln l O
無蕩 10 0 0 0 0 1m 0

ウインター　ネリス 有鮪 8 0 1（氾0 100 LO 1 1 5
無蕩 8 0 重犯0 ＆5 」罪5 既5

二十晩
有鮪 10 0 1m 0 1（n O 18　0
無；筋 10 0 Ⅸ10 m O 犯0 つn O

長 十郎
有筋 16 弘2 乱2 乱2 乱2 乳2 9 18
無 銘 加 0 0 0 亀0 1（n O

次に接種試験では供試した各品種の有れ無傷共に

発病してとの菌に病原性のあることが認められた．聴
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托有傷接種では接種後2－4日で発病した．西洋梨の

バートレット．ラ・フランス．ウイン’クーネリスの各

品種はそれぞれ類似の病徴を示し．自然発病の病斑と

同一であった．また日本製の二十世紀．長十郎では明

瞭な翰紋状の病斑が認められた．

さらにノくJトレットの接種病斑から再分離をおこな

ったところ．接種に用いた糸状菌と同一の菌が分離さ

れ．果実師敗の原因はこの糸状菌によるものと断定し

た．

第2表　　菌の侵入時期に関する調査

試　　 験　　 区 調査果数
腐敗乗数 （礁敗果率 ）

翰 歓 状 軟 席 状

　 無袋期間
A区¢1 0〈も2 0）

佃 個　　　 声 個　　 節
7 2 1 （14 ） 1 （L4）

B 区（6 2 0（6 3 0） 8 3 3 （3 6 ） 1 （12 ）

C区（6 3M l O） 8 4 8 （9 5 ） 0 （ 0）

つ区（7 1M 2 0） 7 1 11 （15 5 ） 1 （1 4）

E区（7 2… 3 0） 7 6 11 （14 5） 0 （ 0）

F 区（7 3（ト8 1 0） 8 1 2 （2 5 ） 1 （L2 ）

○区 （8 1か嶋20 ） 8 5 1 （1 2） 2 （2 4）

H区 （8 2か・8 2 7） 8 3 0 （ 0 ） 2 （2 4）

J区 （全期 間無袋 ） 9 0 3 8（4 2 2 ） 0 （ 0）

E区 （全期間有袋 ） 7 3 0 （ 0） 0 （ 0）

荘　追熟期間皇内海度385℃～289℃
（平均241℃）

第2表のように絵紋状席殿はA区～8区までの試験

区と．全期間無袋区のJ区に発生し．中でも全期無袋

区は422年の腐敗発生をみた．次いでD区（710～

720無袋）155努，E区（72α－730無袋）145丸

C区（630～710無袋）95多の区に多く発生した．

これに対してE区（820｛827無袋）及び全期間有

袋のⅩ区は全く鞄防附腐敗の発生をみなかった．

一方軟席症状は昨年度の発生が少なく，この試験に

よって傾向をつかむことはできなかった．

輸歓状腐敗は収擾前の果実にもみられるが．概して

収穫後過熱期間中に果実の熟度が進むにつれて発生が

多く認められる・この試験では収穫時に無袋であった

H区，G区を除く各区の果実を収穫7日間は有袋のま

まで追熟をおこなったが．この時すでに袋の中で超紋

状腐敗が発生しているものがみとめられた．このこと

から収穫以前にすでに菌の侵入がおこなわれているも

のと推察された．

このように昨年の試験の結果では絵歓状席故の菌の

侵入時期は6月10日～8月20日までのかな少の広

い期間にわたるものと考えられ，中でも6月30日－

7月30日までの1ケ月の間が最も危険性の高い時期

といえるようである．従ってこの菌の潜伏期間はかを

カ長く，収穫以前にすでに菌が果実に付着して果実の

熟度が進む把つれて発病するものと考えられる．

第3表　　ボルドー液の効果に関する試験

試　　　 験　　　 区 調査 臓 十（腐敗果率）

日内は散布時期 乗数 鶴紋状 軟腐状

A
区

帖 十品 十二 †吉 32㌔ 29 （88 ）節飢 8号

無散布区 82 29 （354）2 （24）

B

区

散布区蒜 諾 冨レどこ讐；P

10．20．8 20）
388 3 （88 ） 2（85）

2（Z3）無散布区 86 15 （17 4）

C

ド＋

輌 区蒜 箭 ㌫ ト；票 三　71．8．15．20．29．　85．ユ2）

286 0（0 ） 1（83）

無散布区 92 24 （26 1）1 （1 1）

江　追熱中室内温度380●C・－28げC（平均2a6℃）

酉洋梨の病害防除のために一般にボルドー液が使用

されているが・ボルドー液の散布が果実腐敗の防除に

効果があるかどうか特把散布時期打つhて検討した．

8月30日に全果を収移し．皇内常温で追熟して果

実隋敗の発生をみた．輸紋状帝政についてA．B，C

の各敷布区はそれぞれ無散布区よカも腐敗が少なくボ

ルドー液の効果が認められた．堰にC区は腐敗晃が全

くなく．次いでB区も殆んど腐敗が発生せずボルドー

液散布の効果の高hことを示した．

一方軟痛症状についてはA．3，0の各散布区及び

無散布区ともわずかに発生したが．数が少なかったの

でボルドー液散布による効果の判定はできなかった．

でしき＿上　皇j」旦
′疇虹　　　2着も　　　3骨■
収穫時朋の早晩と果実腐敗発生との関係

その他．産地においてバートレットの果実腐敗は収

穫期の早晩によって差があるとhわれているので．こ

の点を確めるために県北の野田．庭坂地区の3ヶ所の

園からそれぞれ収穫時好別に収穫初期（817），収

穫盛期（826）．収穫終期（95）の3回にわたっ

て収穫して囁放発生の差について調査した．しかるに

tL．里．塵
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超赦状腐敗については収醇時期によって差が認められ

をかった．

また供試した3ヶ所の園の肥培管理．薬剤散布を比

較してみると．和製と混椎されてお力．その他の管理

が良くをい3号園では他の2園よ少も全収穫時とも席

敗の発生が多かつた．

参考までに8月26日に収粧した果尖を冷蔵庫（約

3℃）に入れて冷威した場合の腐政の発ノ主を調べたと

ころ，処理後20日たっても腐敗粟はまったくでなか

った．

缶桃の無袋栽培における着果量判定に関する試験

木戸啓二．真田輝夫．平塚秀雄．佐藤弘弥

（山形県農試置賜分場）

1　ま　え　が　さ

缶桃の無袋栽培を行なう場合の適正を着果丑を判定

するために，一定乗数当カの結実数及び無袋樹の摘果

の程度，結果伎別（長，中，短果枝）に結果量をかえ

た場合の生産力並びに果実の肥大等に及ぼす影響につ

いて試験を実施したので，その結果を報告する．

2　試　験　方　法

1　無袋樹の摘果の程度

材料は天童市山元．山口氏園の明星8年生樹5本を

供試し．1区1本とし，無摘果区は玉枝1本を供試し

6月14日の最終摘果時の乗数と果実の肥大，収隆時

の等級割合等打ついて調査を行をった．

第1表　　　　棄　面　横　と　落　果　率

2　鮭果枚による着実の幕臣

材料は天童市山元．山口氏園の明星9年生樹5本を

供試し，6月14日の最終摘果時に結果枚別（長∵中

短果枝）に各々10本宛を供試し．第3表に示すよう

を区を設けて摘果を行なレ，8月10日（薪棉停止期）

に結果枝別に葉数及び着果数，果実の肥大等について

調査を行在った．

3　試験結果及び考睾

1　無食掛の摘果の程度

新梢の停止する8月上旬における1弁当カの乗数は

第1表に示すように，有袋区が鼻も多く，漸次着果量

が多くなるに従って1果当カの乗数が少なく，6月中

区 別 訴 碧 雲 讐
6 月 1 4　日 8 月 1 日

落 果 数 落 果 率
乗　 数 果　 数

1 果 当 少

乗　 数
乗　 数 果　 数

1 果 当 カ

乗　 数

慣 行 有袋 （ 1 失 当 3 3 菜 ′ 2 3．8 7 0 7 1 8 3 ま2 3 7．5 4 2 6 6 7 5 6 3 5 1 7 1節

無上袋 区 （　 〝　 2 0 〝 ） 2 4，2 6 2 1．2 1 3 2 8 0 3 4 4 4 5 9 3 8 3 6 7 2 7 5 2 2 7

〝　 （　 〝　 1 5 〝 ） 2 4．2 6 1 1，6 4 1 1 5．0 4 乙9 8 2 1 3 0 9 3 2 8 3 3 2 2 8 2

〟　 （　 〝　 l n 〝 ） 2′i，3 2 9 2 4 3 3 1（10 3 6 4 9 3 も6 6 0 2 2 0 7 7 3 3 1 8

（〝　 且 7 〝 ） 3 1 3 2 5 5 1 5 7 4 4 8 9 3 5 0 1 2 8 2 0 1 3 6 5

句よ少8月上旬迄の落果率は布袋区が点も少なくなっ

ているが，無袋の20薫区及び15菜区との間に差は

みられ覆いが，10棄区及び無名無摘果区はいずれも

高い落果率を示した．また乗数の少をいもの巷落果が

多くなった．

1果平均重についてみると，乗数の多い有袋区が大

きくなっているが，無袋区20葉のものはそれと殆ん

ど同程度であった．

第2表にみられるように1果当りの真数が15秦区

以下では，1果平均重が小さくなっている．

収穫された果実を時期別にみると，有袋区の収啓時

期が早く，無袋区の吻合は，l果当少の葉数の少ない


